
基　礎　点 点 加　　点 点

１．事業の目的、内容等
●仕様書上の「５　業務内容」の趣旨について、より効率的かつ有効な工夫がなさ
れている。

20

●「Ｍｙじんけん宣言」プロジェクトにおける広報の企画内容について、具体的な
提案が示され、幅広い層の国民、特に企業関係者の関心を集め、ウェブサイトへの
誘導効果を高めるような工夫がなされている。

25

●「Ｍｙじんけん宣言」プロジェクトにおける広報の企画内容について、具体的な
提案が示され、幅広い層の国民、特に企業関係者の関心を集め、宣言者数が増える
ような工夫がなされている。

25

●ビジネスと人権に関するシンポジウムの事前広報（ウェブ広告）について、具体
的な提案が示され、幅広い層の国民、特に企業関係者の関心を集め、集客効果を高
めるような工夫がなされている。

25

●ビジネスと人権に関するシンポジウムの採録記事の広報について、具体的な提案
が示され、幅広い層の国民、特に企業関係者の関心を集め、啓発効果を高めるよう
な工夫がなされている。なお、採録記事の掲載媒体の多さ等も加点要素となる。

25

●各種広報におけるデザイン及びレイアウトについて、ユニバーサルデザインに十
分配慮されている。

10

●事業全体の効果検証について、幅広い層の国民の傾向を把握するために効果的な
提案・工夫がなされている。

10

●著作権、肖像権等、権利関係に問題点が見られない。

２.事業実施計画

2-01: 事業の実施計画の妥
当性、効率性

必須 ●企画実施のスケジュールが、本業務を完遂できる妥当
かつ現実的なものとなっている。

●各種企画・制作について、法務省及び当センターが余裕をもって確認作業ができ
るスケジュールが組まれている。

10

３.事業実施体制

●本事業の実施体制図及び役割が事業内容と整合してい
る。

――

●本事業を遂行可能な人員が確保され、十分な実施体制
を整えている。

――

3-02: 事業遂行のための経
営基盤・管理体制

必須 ●本事業を実施する上で必要となる適正な財政基盤、一
般的な経理処理能力を有している。

――

3-03: 情報管理体制 必須 ●本件企画を実施するに当たり、知り得た法務省や当セ
ンターに関する情報、個人情報等について、適正に管理
する体制がなされている。

――

基礎点 50 加点　計 150

基礎点＋加点　合計 200

規格、仕様1-01:共
通

3-01: 実施体制・役割分担 必須

必須 ●仕様書上の「５　業務内容」に示された下記の各内容
を漏れなく満たしている。
・「Ｍｙじんけん宣言」プロジェクト
・ビジネスと人権に関するシンポジウムの事前広報
（ウェブ広告）
・ビジネスと人権に関するシンポジウムの採録記事の企
画・制作・掲載
・人権啓発動画の広報（ＹｏｕＴｕｂｅ）
・各種広報に係る効果検証の実施
・実施結果報告書の作成

公益財団法人人権教育啓発推進センター

評価項目一覧　～提案要求事項一覧～　　事業名：令和３年度法務省委託「Ｍｙじんけん宣言」プロジェクトの周知及び広報並びにビジネスと人権に関するシンポジウムの広報

No. 項　　目
評価
区分

評　価　基　準　／　配　点


